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結語にかえて （以］・・、 第22咎第 8号）

はじめに

イスラム同盟(SarekatIslam,以下SIと略称する）

は，「イスラム」と「進歩」 (kema<ljuan)を指導理念

として， 1911年暮中部ジャワのモ都スラカルタ

（ソロ）に結成された，インドネシア前期民族運動

または人民運動 (pergerakanrakjat, volksbeweging) 

史上最初のそして最大の大衆的民族運動団体であ

る。それは， 1912年半ば頃からジャワ全士に拡大

を開始して1914年4月Ttでに会員数約40万人に達

し、その後は，議長ラデン・マス・ウマル・サイ

ド・チョクロアミ／卜 (Raden :'.v1as Oemar Said 

T jokroaminoto)の指漠下にスマトラをはじめ外領

へと組織を拡大していった。

一般に，インドネシア前期民族運動は三期に分

けることができる。第一期はインドネシア最初の

民族団体ブディ・ウトモ (BoediOetomo)の設立

(1908年）から第2|nI中央イスラム同盟 (Centraal

Sarekat Is1am, CSI)会議 (1917年10月）までの時期

である。この時期，東インドの民族運動とはすな

わち SIの運動のことであり，それは， 「イスラ

ム」と「進歩」を指導理念とし，集会をその主要

な運動形式とするものであった。ついで第ー一．期は

『アジア経済』 XX11-7 (1981. 7) 

第2回CSI会議より1921年10月の第6回CSI

会議までの時期である。この時期は，前期民族運

動史上，最大の昂揚期であり，運動は， SI内部

においては，スマランを拠点とする東インド社会

民主同盟 (IndischeSociaal Democratische V ereenig 

ing, ISDV)派とジョクジャカルタを拠点とするス

ルヨプ ラノト (R.M. Soerjopranoto)，ハジ・アグス・

サリム (IIadjiAgoes Salim)派の対立をはらみつ

つ，解放 (merdeka)と平等・連帯 (samarata sama 

raヽa)を指導理念とし，ストライキをその主要な運

動形式として，主に労働運動の領域で展開した。

また，この時期には， S Iとならんで，国民東イ

ンド党＝ヒンディア同盟(NationaalIndische Parti 

=Sarekat Hindia)が特にスラカルタ地域において

勢力を拡大し，民族運動の多極化と促した。そし

て最後に第三期は，二重党籍禁止による CSIか

らの共産党員排除を決議した1921年10月のCSI

会議から， 1926,27年のインドネシア共産党(Partai

Kommunist Indonesia)蜂起までの時期である。こ

の時期には，共産党と人民同盟(SarekatRakjat)が

解放と平等・連帯に訴えて民族運動を領導し，そ

の蜂起とともに前期民族運動も終息した。以上の

前期民族運動三期のうち，本稿が対象とする初期

S Iの時期とは第一期のことである。したがって

ここでは SIを論じることが同時に，この時期の

民族運動総体を論じることにもなっている。

さて，この初期SIについてとりわけ注目すべ

きことは，次の2点に整理できる。第1は， SI 
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の中心と周辺部における運動の意味付けの乖離で

ある。 SIの中心においては洋式教育を受けた知

識人が指導性を掌握し，進歩とイスラムを中核的

理念として運動の意味付けと課題の設定を行なっ

た。ところが運動の周辺部では，華僑に対する始

行事件，内務官僚に対する不敬行為，ラトゥ・ア

デイル(RatoeAdil,正義の王）到来と理想の王国実

現への期待の昂まりなど，およそ指導者の意図せ

ざる運動の意味付けとそれにもとづく行動とが惹

起された。そして第2は，そのような中心と周辺

部における意味付けの乖離と直接的な関連をもっ

て，運動が「洪水のごとく」拡大し，そしてその

後また，急速に退潮していったことである。しか

し，従来の研究においては，以上の 2点は必ずし

も説明を要することとは考えられなかった。なせ

なら，これまでの研究は， SIをラトゥ・アディ

ル運動のごとき「伝統的」運動から「近代的」運

動への移行形態とみなし，したがって，そのイデ

オロギー，組織， リーダーシップがいまだ「伝統」

から「近代」への移行状態にある以l・・，運動の拡

大が周辺部における混乱を生み出すことはきわめ

て自然なことと考えたからである（汗 I)Gしかし， S

Iを「伝統的」運動から「近代的J運動への移行

形態と規定することは，中心における「近代的」

リーダーシップがなぜ周辺部において「伝統的」

運動と同質的なラディカリズムを誘発したのかを

説明するものでもなければ，なぜs［が急速に拡

大し，急速に退潮したのかを説明するものでもな

い。本稿は，このことに鑑み，初期SIについて

の基本的事実関係を整理しつつ，課題提示におけ

るシンボルの多義性と，集会という場における運

動の意味変換に注目して， SI運動に付与された

意味を分析し，これをとおして以上の 2点，すな

わち運動の中心・周辺部の乖離および運動の急速

22  

な拡大と退潮を説明することを目的とするは 2)。

以下，第 1節で，まずジャワ各地における SI 

運動の中心の成立を整理したあと，指導者の提示

した意味とかれらが共有し演じた意味を分析す

るぐ，ついで第II節では，周辺部について，集会の

創出する空間の象徴的意味を分析し，そのあと支

部の状況をいくつかの事例について検討する。そ

して第III節では， 1914年 4月から1917年前半まで

のチョクロアミノト指導下の初期SIについて，

その指導性地方SIの状況，バタヴィア SI議

長ラデン・ゲナワン（RadenGoenawan)のチョク

ロアミ／卜に対する挑戦と敗北などについて論じ

る。

(it l) そのような研究の代表的なものとして，

Sartono Kartodirdjo, Protest !i,,t叩 etnentsin Rural 

Jai•a, Singapore, Institute of Southeast Asian 

Studies, Oxford University Press, 1973が挙げられ

?~o またこ八ため， これまでのSIこついて］）研究は

ー船に，運動中枢にわける「近代的」リ＿ダーシップ

か，周辺部におけるラヤット・ラディカリズムの表出

か，いずわかをー）庫］i羞調するもいてあっ f-o I]ii者

じ）（夕1が， Blum恥rger,J. Th. Petruヽ， DeNational-

istische Reweging in Nederlandsch-lndie, Haarlem, 

19'.ll; Van Niel, Roliert, The Emergence of the 

Modern Indonesian Elite, The Hague, ¥1/. van 

Hoeve, 1960.後者の例が， Dahm,Bernhard, Sukarno 

and the Struggle for lndon砂 lll Independence, 

Ithaca and London, Cornell Univer両ityPress, 1965, 

pp. 12-20である。またその他の研究としては， Noer,

Deliar, The Modernist Muslim M<YVement in 

Ind(Jnesia 1900-1942, Oxford University Press, 

1973;深見純生「成立期イスラム同盟に関する研究

ーーイスラム商業同盟からイスラム同盟ヘ――-」（『南

)i文化』第 2輯 1975年） 111~127ヘージ；加j「切期

イスラム同盟 (1911-16)に関する研究11), (2)」（『南

方文化』第 3輯 1976年 117~145ページ，第4輯

1977年 151~182ペーシ）；同「サレカット・イスラム

の地方指溝者） （『南方文化』第 5輯 1978年） 73~94

ページ；同「いわゆるイスラム商業同盟について」



Ⅰイスラム同盟の成立と拡大―中心（以上，本号）

Ⅱイスラム同盟の成立と拡大―周辺部（以下，次号）

Ⅲチョクロアミノト独裁―Eenhoofdbestuur

結語にかえて
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（『アジア経済』第20巻第 9号 1979年 9月） 22~43ペ

‘‘̀ ーン，．

゜
（注 2) 一般に，運動とは，指導者が課題を提示し．

これを他の人々に伝達して，他の人々において課題処

罪 0)ために必速どされる行動系列を再りする過程であ

／ッ I/'乖離は，課り IJ.・ク・，｀ーシソプしフ｛ロワー、、

穎伝it,/）過程における「企み」によ,,こfI：す乙と考え

るこどかてヤる。 したか＇，て，本稿は， 、― O! 「｛；み」

な，提示された課題の名義性ど，課題伝逹の場の象徴

的特性；：t'ご説明し tうどずるも i/)である。なお，

点極純—. I l) ーダー /',Jプビ象徴過程」（『政治意識の

分析、！ 東r;＇，大学出版会 1968年） 2:l:l~282ページ参

紺iヽ9,、n

I イスラム同盟の成立と拡大ー中心

イスラム（商業）同盟 ISarekat (Dagang) Is1am, S 

(D)IIは， 1911年暮，華僑会党コン・シン (Kong

Sing)との暴力的衝突，華僑に対するボイコット

という騒然たる雰囲気の中で， スラカル々，ラウ

ェアン地区のバティック商人ハジ・サマンウディ

(Hadji Samanhoe<li)を中心として結成された。従

来' -人ラカルタのバティ、ソク産業におし、ては， 20

世紀初頭以来，華僑資本の参入にもかかわらず，

ハジ・サマンウディが会党コン・シンの役員であ

ったように，華僑とジャワ人商人とは必ずしも敵

対関係にはなかった。しかし，辛亥革命勃発の報

がジャワに達して以来，華僑のあいだでは中華ナ

ショナリズム（またはショーヴィニズム）の意識が著

しく昂揚し，スラカルタにおいても，コン・シン

内部で華僑とジャワ人の緊張が激化した。ハジ・

サマンウディがその一党をひきいて S(D)Jの前身

レクソ・ルメクソ (ReksaRoemeksa,警防団）を結

成したのはこのためであり，またそれゆえにレク

ソ・ルメクゾは当初よりコン・シン会員と暴力的

衝突事件を繰り返したのである（注い。

しかし，レクソ・ルメクソは，まもなく，スラ

初期イスラム同盟

カルタの誓察担当ウェドノ (wedanapolisi,ウェド

Jすなわち郡長と同等の階級を占める警察官）がそ

の法人格保持いかんについて問い合せたのを契機

として，バイテンソ｀ルフ（ボゴール）のジャーナリ

スト，ラデン・マス・ティルトアディスルヨ (Raden

Mas Tirtoadisoer;o)の助力を得て規約を提出し，

ティルトアディスルヨが19094'-バイテンソ｀ルフに

設立していたイスラム商業同盟 (SarekatCagang 

Islamijah)の支部を称することになった（注2)。これ

以降，スラカルタのS(D)Iは1912年6月頃からス

ラカルタの地を越えて拡大しはじめたが，同年8

月10日，スラカルタにおけるS(D)Iの活動が理事

官(resident)によって禁止されたあと，スラバヤの

チョクロアミノトが中央委員に就任し， 9月14

日，スラバヤにて政庁に対しSI規約承認・法人

格付与申請を行なった（注3)。その後， SIは翌年

6月30日のSI規約承認申請却下の政庁決定まで

の期間に，ジャワ・マドゥラ全域に拡大した（注4)。

この時期のSIをめぐる事実関係には，なお不明

の点が多い。そもそも，バイチンゾルフのイスラ

ム商業同盟の支部を称したはずのスラカルタの

S(D)Iが，はたして「イスラム商業同盟」 (SDI)を

名のったのか「イスラム同盟」 (SI)を名のったの

か，かりに SDIを名のったとすれば，いつから

S Iへと改称したのかすら明らかでなく，これが

本稿において1911年暮から1912年8月までの時期

の名称をイスラム（商業）同盟， S(D)Iとしている

理由であるぼ5＼。しかし，ここでは，これについ

ての詮策は行なわず， SIの成立と拡大をまず中

心について検討することにしよう。

1. 中心の成立

まず， 1913年 3月23日スラカルタで開催された

S I会議までの時期について， SIのフォーマル

な組織構造とそこにおいて指導中枢を掌握した指
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導者とを見てみよう。

この時期， SIのフォーマルな組織構造はめま

ぐるしく変化した。これは三期に分けて考えるこ

とができる。第 I期はS(D)Iの設立から1913年 1

月25,26日のスラバヤ総会(algemeenevegadering) 

までの時期，第II期は1913年 3月23日のスラカル

タにおける SI会議(congres)までの時期，そして

第III期は， 1914年4月18~2013, ジョクジャカル

タにて開催されたSI会購(congres)までの時期で

ある。ただし，この三期をとおして， SI指導部に

とっては，政庁が規約を承認するか否かが，その

存続を決定する最重要問題であり，その意味で，

1913年6月30日の規約承認申請却下の政庁決定

と，この決定受諾を決議した 7月10日のスラカル

タ会議が運動の転換点をなしている。したがって

ここでは，第III期については， 1913年3月のスラ

カルタ会議から 7月10日の会議までを論じること

にする。第1図はこの時期のSIのフォーマルな

組織構造を第 I, II, III期について，第1表は中

枢の指導者を第 I, III期について掲げたものであ

る。

第 1図に見るようにSIのフォーマルな組織構

造がこの時期にめまぐるしく変化した理由は二つ

ある。第1の理由は， SIがスラカルタからジャ

ワ各地へ急速に拡大し，このためこれに対処しう

る指導体制が必要とされたことである。ちなみに

この時期に設立されたSI支部数を見れば，すで

に1913年 1月のスラバヤ総会に11支部が代表を派

遣し，その 2カ月後のスラカルタ会議には42支部

が代表を派遣した直6)。第2の理由は，こうした

運動の拡大にともなってスラカルタ以外の都市に

おいてもスラカルタ指導部に対抗しうる指導者が

現われてきたことである。あるいは，スラカルタ

以外の都市におけるそうした指溝者の登場が連動

第 1図 イスラム同盟のフォーマルな組織構造

第 I期 (1911年～1913年1月）

中央委員会
(Hoofdbestuur) 
スラカルタ

. l I 

支部執行部
(afdeelingsbestuur) 
I 

地区委員 地区委員
(groepspresidentj 
kringbestuur) 

ム貝人
I = ．云員

第II期 (1913年1月～1913年3月）

員

貝

委
ー
区地

会

中央委員会
(Centraal Comit匂
スラカルタ
I 

i 
東ジャワ本部中央委員会
(Hoofdbestuur van 
Departement Oost J awa) 
スラバヤ
l 

支部委員会 支部執行部
I 
地区委員

I 
地区委員

I I 
会員 会貝

第III期 (1913年3月～1914年4月）

I 
西ジャワ本部
バタヴィア
| 

支郊執行部
I 
地区委員
I 
会員

中央委員会
スフカルタ
I 
I 

中ジャワ本部
スラカルタ
| 

支部執行部
I 
地区委員

会 1貝

| 
東ジャワ本部
スラバヤ
I 

支部執行部
I 
地区委員
I 
会貝

（出所） 第1表に同じ。

拡大を加速したともいえる。なぜなら，運動の拡

大とジャワ各地における支部の設立は，中心にお

ける指導者の勢力関係を左右するがゆえに，指導

者は支部の設立に全力を傾けたからである。した

がって， 1913年1月のスラバヤ総会で合意され，

3月のスラカルタ会議のあと実施に移された西ジ

ャワ，中ジャワ，東ジャワ，三本部制は，拡大す

る運動の制御のためばかりでなく，スラカルタの

指尊者がバタヴィア，スラバヤを拠点とする指導
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第 1表 イスラム同盟中枢の指導者
....... ・・-.... 

第I期

議 長 MasHadji Samanhoedi（商人）

第一書記 Raden Ng. Djajamargasa（下侯領官吏）

第二書記 Har<ljosoemarto 

会計• I 

会計• 1I 

委員

第m期
く中央委員会＞

扇i 間

議長

副議長

胄記、

会汁

委員

Kartowihardjo（商人）

Mas IIadji Ngabrloelpatah 

M. Ng. Kartohastono 

M. Ng. Hasmoetani 

R. Ng. Mangoenprawiro 

R. Ng. Taliwondo 

M. Tjokrosoemarto 

R. Dipamar出泣．（商人）

R. ~f. Oemar Said Tjokroaminoto 

Pangcran Ngahehi (スラカルタ下家親下.)

M. Hadji Samanhoedi（商人）

R. M. 0. S. Tjokroaminoto(『ウトゥサン・ヒンディア』福集長）

R. Mohamad J oesoef（スマラン・ジュウォノ鉄道職員）
Mas Hadji Ngabdoclpatah 

Hadji Hisamzaijni（商人）

R. Tjokrosoedarmo（公証人事務所職員）

R. Goenawan(『パンチャラン・ワルタ』編集長）

Ha<lji Achmarl Dahlan (1、ハマディア説長）

く西ジャワ本部（バタヴィア）＞

蔽長 R.Goe皿 wan

11し R.Boerhan Kartadiredjo 苫勺

会計•M. Andong 

く中ジャワ本部（スラカルタ）＞

議 長 R. M. Ario Poespodiningrat（プパティ）

副議長 R. DipAmartiinii（商人）

賞 記 R. Ng. DjAjAmargiisii（壬侯領官吏）

＜束ジャワ本部（スラバヤ）＞

議長・晶氾 R. Adiwidjojo (firma Gompen & Co.職貝）

副設長 R. Tjokrosoedarmo（公証人3厨務所職員）

委 員 Iladji Hasanstipo（靴職人）

Hadji Abcloelrachman（商人）

M. Wongso (Nieuw Prauwenveer職員）

M. Tjokrodipoero（教師）

初期イスラム同盟

スラカルタ

スラカルタ

スラカルタ

スラカルタ

スラカルタ

スラカルタ

スラカルタ

スラカルタ

スラカルタ

スラカルタ

スラカルタ

スラバヤ

スラカルタ

スラカルタ

スラパヤ

スマラン

スラカルタ

スラカルタ

スラバヤ

バタヴィア

ジョクジャカルタ

バタヴィア

バタヴィア

バタヴィア

スラカルタ

スラカルタ

スラカルタ

スラバヤ

スラバヤ

スラノミヤ

スラバヤ

スラバヤ

スコドノ

（出所） Sarekat Islam Lokal, pp. :-l32-:-l35; Ass. Res. Voor Politie aan Res. Soerabaja, 21 Feb. 1918, Mr. 

490/13; Res. Soerakarta aan G. G., 26 Maart 1913, Vb. 9--8-13-B"'; Van der ¥Val, S. L., De Opkomst 
van de Nationalistische Reweging in Nrderlands-Indie, Groningen, J. B. Wolters, 1967, pp. 190--200. 
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者を認知し，相互の剪力圏の分割をはかったもの

でもあった。

つぎに第 1表から明らかなごとく， SIの中枢

指導者は，地域的には主にスラカルタ，スラバヤ，

バタヴィアを拠点とい社会的には，一般に，敬

虔なイスラム教徒でもある商人（サントリ商人）か，

ラデン，マス，ラデン・マス， ラデン・ソガベヒ

などのプリアイ（貴族）出身を示す称号をもつ官

吏，事務職員，知識人であった(il7)。以下，やや

詳細にジャワ 3地域に現われた、Sl中枢の指導者

について見よう。

中ジャワー一この時期を通じ STの最も打力な

中枢を構成したのは， スラカルタのレクソ・ルメ

クソ結成以来の指導者たちであった。この中心は

ハジ・サマンウディである。かれは， スラカルタ

王侯領カランガニャル県デサ・ソンドコロ(Kahu-

paten Karanganjar, Desa Sondokoro)の出身で父の

代からのバティック商であり， 1900年代にはスラ

カルタ，ラウェアン地区の有力者のひとりであっ

た。 S(D)I設立当時、かれはすでに事業の成功に

よりスラバヤ，バー＝ュワ／ギ，トゥルンガングン，

バンドゥン，パラアンなどに支店を構えており，

S(D)Iの拡大においてもかれのこのような商業的

ネットワークが重要な役割を果たしたことは疑い

ない。またかれは1904年にメッカ巡礼を行なって

ハジとなっていたが，決してキアイ (kijai, イスラ

ム教師）ではなく，ブサン 1レン (pesantren,イスフ

ム熟）においてイスラムの教義を学習したことも

なかった直8)。スラカルタのSI指導部は，この

サマンウディを中心として，ラウェアン地区の敬

虔なイスラム教徒でもあるバティック商人とラデ

ン・ンガベイの称号を持つスラカルタ王家ゆかり

の上級フ゜リアイとからなった（第 1表参照）。

このことは，しかし，スラカルタにおいて知識
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人が指導的役割をはたさなかったということでは

ない。この意味で1911年11月，レクソ・ルメクソ

からS(D)Iへの改称，規約作成において，ラデン・

マルトダルソノ (RadenMartodarsono)とティルト

アディスルヨが果たした役割は注目に値する。マ

ルトダルソノは，この当時，スラカルタで発行さ

れていたマレー語紙『ジャウィ・ヒスウォロ』

(Djawi Hisてuara)とジャワ語紙『ジャウィ・コン

ド』 (DjawiKanda)の編集補佐であった。またテ

ィルトアディスルヨは，当時東インドの現地語紙

の中で最も代表的とされた新聞『メダン・プリア

イ』 (M』 m I'rijaji)の編集長であり，かれ自身が

1909年バイテンゾルフに設立したイスラム商業同

盟 (SarekatDagang Islami;ah)の書記でもあった。

そしてマルトダルツノは， 『ジャウィ・ヒスウォ

ロ』紙『ジャウィ・コンド』紙の編集補佐に就任

する前に，『メダン・プリアイ』紙の編集補佐とし

てはじめてジャーナリズムの世界にはいったので

ある 0 マルトダルソノとティルトアディスルヨが

スラカルタで重要な役割を果たすことになったの

は，このような人間関係のゆえであった。すなわ

ち， 1911年11月，スラカルタの警察担当ウェド J

が，レクゾ・ルメクソに対し法人格取得につき問

い合わせると，サマンウディの腹心ジョヨマルゴ

、）はただちにマルトダルソ Jに対処方を相談し，

これに応じてマルトダルゾ Jはウ：r.1：：ノに対しレ

クソ・ルメクソはバイテンソゃ］レフのイスラム商業

同盟の支部であると回答したのであり，またウェ

ドノより規約の提出を命じられるとすぐにティル

トアディスルヨの助力を求めたのである（注 9)0

この当時，東インドでは，統治規則第111条の

規定により，政庁が規約を承認し法人格を付与し

た団体以外はすべて原理的には秘密結社とみなさ

れ，理事官はいつでもそうした団体の活動停止を
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命令することができた。したがってS(D)Iにとっ

ても，政庁による規約承認・法人格付与はその存

在にとってきわめて重要であった。ところが，ス

ラカルタのバティ、ソク商人やヒ級プリアイをふく

め一般のジャワ人には，規約とはそもそも何であ

り，また規約を作成して政庁にその承誌を申請す

るにはどのような手続きが必要かといったことば

その理解と能力を越えることであった墳］0)。マル

トゲルソノやティルトアディス Jレヨの助力が要清

されたのはこのためであった。

もっとも，問題が規約の作成だけならば噌規約

承認申請手続きが完了するとともに知識人の役割

も終わる。しかし，実際には， S(D)Iのスラカル

タ以外の地への拡大によって知識人の役割はます

主す拡大していった。なるほど SI運動の拡人1こ

おいては，サマンウディの弟がバンドゥンにダル

モ・ルマクゾ(DarmaI.oemaksa)を設立し，あるい

はスラカルタ S(D)Iの使者(utusan)がジョクジャ

カルタにバティック商でかつ改革派イスラムの教

育運動団体ムハマディア (Moehammadi;ah)の指導

者キアイ・ハジ・ダフラン(KijaiHadji Dahlan)を

訪れた上うに，ジャワ各地を結ぶ商人のネットワ

ークが重要な機能を果たしたぼI])。あるいは上級

プリアイも， ジョヨマルゴソがマディウン， ンガ

ウイでSIの宜伝集会を主宰したごとく，運動の

拡大に貢献したほ12）。しかし，商人にせよ上級プ

リアイつまりスラカルタ王侯領の官吏にせよ，か

れらの行動の自由は商人あるいは官吏であるがゆ

えに制約されており， SI指導のための活動は「余

暇」の活動たらざるをえなかった。ジョヨマルゴ

ソが許可なく任地（スラカルタ市）を離れたかどで

処分を受けたごとく，かれらの活動には時間的，

空間的に大きな制約があったのであるOtl3)。

これに対し，ティルトアディスルヨは，バイテ

初期イスラム同盟

ンゾルフにおいて『メダン・プリアイ』紙の編集

発行人でありながら，しばしばスラカルタを訪れ，

さらに191沙F4月には東ジャワのマディウン，ク

ディリ，スラバヤでもS(D)I(l)宜伝活動を行なっ

たぼ14)。またマルトゲルソ Jは， 1912年2月には

スラカ Jレタの華僑シー・ディエン・ホ (SieDien 

Ho)に対するボイコットを組織し，さらに 7月に

はスラカルタ王侯領農村部で同盟員による労役拒

否，内務官吏に対する不敬行為が勃発すると，現

地に赴いて事態の収拾に努めたぼ15)。つまり，か

れらは，商人あるいは官吏に比較して， SIを指

導していく上ではるかに大きな行動の自由を保持

していたのである。

くわえて，機関誌『サロトモ』 (Sarotomo)の発

行も知識人の役割を増大させることになった。も

とより，機関誌の発行それ自体， SIの拡大によ

って運動の制御のために必要とされたのである

が，ここで注意すべきことは，機関誌の編集•発

行が知識人の固有の領域であったことである。機

関誌『サロトモ』は1912年 5月頃創刊され3号ま

では，編集長ティルトアディスルヨ，編集補佐マ

ルトゲル‘JJであった。そして，このあと，ティ

ルトアディスルヨが『サロトモ』印刷費横領事件

によってスラカルタのSI指導部より絶縁されて

のちは，マルトダルソ Jが編集長として『サロト

モ』の編集発行にあたり，さらに1913年にはいっ

て，『メダン・プリアイ』紙の元編集補佐マス・マ

ルコ・カルトディクロモ (MasMarco Kartodikromo) 

が参加した（注16)。

このように，ティルトアディスルヨとマルトダ

ルソノの 2人のジャーナリストは，この時期，ス

ラカルタにおいてきわめて重要な役割を果たし

た。しがし，スラカルタは，以下に見るスラバヤ，

バタヴィア，バンドゥンなどと比較して， SI発
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祥の地であり，また創設者ハジ・サマンウディの

地元であるがゆえに，かれらは常にサマンウディ

以下のレクソ・ルメクソ時代以来の指導者に従属

せざるをえなかった。

スラカルタのSI指導部としては，さらに1913

年3月のスラカルタ会議において，スラカルタ王

家親王パンゲラン・ンガベヒ (PangeranNgahehi) 

が中央委員会顧問に，ブバティ（県長，スラカルタ

市担当）のラデン・マス・アリオ・プスボディニ

ングラット (RadenMas Ario Poespodiningrat)が中

ジャワ本部議長に，そして，プバティ（スラカルタ

干家王宮内担当）のラデン・マス・アリオ・スルヨデ

ィニンゲラット (RadenMas Ario Soerjodiningrat) 

がスラカルタ支部委員会議長に就任したOtl7)。し

かし，このような人事は，当時SI中枢にとって

最大の懸案事項であった規約承認，法人格取得を

容易にするためであり，かれらが実際にSIにお

いて指導的役割を果たしたということではない。

1913年3月のスラカルタ会議では，そのほかに

中ジャワからはスマラン支部代表ラデン・モハマ

ッド・ユスフ (RadenMoehamad J oesoef)とジョク

ジャカルタ支部代表キアイ・ハジ・ダフランも中

央委員会委員に選出された。しかし， 1917,18年

以降， SIの二大拠点として現われることになる

この二都市は，初期イスラム同盟の時期には中枢

とはならなかった。

まずスマランでは， 1912年末までにすでにスラ

カルタからの使者によって支部が結成されてい

た。しかし，スマランでは1913年初め頃，同盟員

による華僑暴行事件が発生し，スマラン県のパテ

ィ(patih,県助役）がSIスマラン支部委員会の改

組を要求して圧力をかけた。こうして 4月中旬に

は，スマランの原住民官吏の団体マングンハルジ

ョ(Mangoenhard;o)の会員を中心とする新執行部
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が選出され，議長にはスマラン県庁勤務の吏員マ

ス・スジョノ (MasSoedjono)が就任した。ムハマ

ッド・ユスフは副議長に選出されたが，支部委員

会を掌握しえず，またスマラン・ジュウォノ鉄道

の職員としてかれの行動の自由も制約されてい

た(it18)0

ジョクジャカルタでは，ダフランの主たる活動

は，ちょうどこの頃かれが設立したムハマディア

の発展に向けられた。原住民問題願問官リンケス

(D. A. Rinkes)の報告によれば，スラカルタの

S(D)Iの使者はすでに1912年7月にダフランを訪

れ， S(D)Iへの参加を勧誘したというは19)。しか

し，このときダフランは， S(D)I参加に消極的で

あり， 1912年3月14HS Iジョクジャカルタ支部

が設立されたときにも，支部委員会にはムハマデ

ィアからは書記ハジ・アプドゥルラ・シラット

(Hadji Abdoellah Sirat)が委員に就任したにすぎな

かったぼ20)。しかし，このあと，ジャワ各地にお

ける SIの急速な拡大によってその政治的社会的

重要性が増すにつれ，ジョクジャカルタ支部委員

会ではムハマディア系指導者が進出し， 1914年初

頭までに，ダフランが議長に，シラットが副議長

に就任して，ジョクジャカルタ王家およびパク・

アラム王家につかえる守l日派(kaoemkolot)の宗教

官吏が排除されていった（注21)。すなわち，ダフラ

ンは， SI支部がイスラム改革主義を標榜するム

ハマディアに反対する守旧派の拠点となることを

瞥戒して支部委員会を掌握したのであり，支部は

ムハマディアの発展に妨げとならない範囲内での

みその存在を許されたのである。こうして，ジョ

クジャカルタでは，初期SIの時期を通じてSI 

の活動は低迷し，会員数も，たとえば1913年3月

において，カウマン地区（イスラム教師，バティッ

ク商人など敬虔なイスラム教徒の届{l1也区）のサント
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リ商人と下級肖吏を中心として 700名弱を数える

にすぎなかった直22)。

東ジャワー一東ジャワにおける SI(/）拠点はス

ラバヤであり，支部は， 1912年10月にチョクロア

ミノトを議長として設立された（注23）。しかし，こ

こでは，これに先立ちすでに 6月頃からスラカル

タからの派遣使節の宣伝活動に応じ， SIの参加

者が出始めていた。すなわち， 1912年6月スラバ

ヤにおいて宜伝活動を行なった使節団の報告によ

れば，すでにこのときにハジ・ハサン・アリ・ス

ラティ(HadjiHasan Ali Soerati)，チョクロアミノ

ト，ラデン・チョクロスダルモ(RadenTjokros（心

darmo)らやがてスラバヤの指導部を構成する人々

が， S(D)Iに参加した直24)。

しかし，スラバヤでは，スラカルタと比較して，

当初よりジャーナリスト，民間企業勤務の事務職

員など洋式教育を受けた知識人が運動の指導性を

掌握し，アラブ・インド系を中心とするイスラム

商人は，資金提供者としてはともかく，運動の指

導面からは急速に後退していった。このことは初

期SIの時期を通じてSIの司令部となった株式

会社スティア・ウサハ (SoetiaOesaha)の設立とそ

の軌跡に見ることができる。

スラバヤでは，すでに19{)0年代半ばから，アラ

ブ・インド人コミュニテイ内部で，アル・イフワ

ン(AlIchwan)，ジャミアット・アル・ハイル (D;a-

mia't al-Chair)などの団体がイスラム改革主義の影

署下，イスラム教育の近代化を目的として設立さ

れ，これとともにイスラムをシンボルとする集団

意識が昂揚しつつあった。そしてその後， 1911年

10月に中国で辛亥革命が勃発し華僑の中華ナショ

ナリズムが昂揚すると， 1912年初めより，アラブ・

インド人コミュニティと華僑コミュニティのあい

だの緊張が苫しくたかまった。アラブ，ィンド人

初期イスラム同盟

を中心とするイスラム商人は，華僑の編集•発行

する『プワルタ・スラバヤ』 (Pe四artaSoerabaja) 

紙， 『ビンタン・スラバヤ』 (BintangSoerabaja) 

紙などの新聞に広告を掲載することを潔しとせ

ず，イスラム教徒自身の新聞の発行とイスラム教

徒のための病院設立を計画し，この目的で1912年

半ばにスティア・ウサハを設立した。スティア・

ウサハの設立にあたっては，取締役に就任したハ

ジ・ハサン・アリ・スラティ一族と数名のアラブ

人が資本金5万ギルダーの約半分を出資し，残り

は，スマラン，フ゜カロンガン， バタヴィア，バン

ドゥンなどのアラプ・インド系イスラム商人とジ

ャワ人商人が出資した。当初，スティア・ウサハ

発行の新聞『ウトウサン・ヒンディア』 (Oetoesa11

1-lindia)紙の編集長にはチフ゜ト・マングンクスモ

(Tjipto Mangoenkoesoemo)か予定された。しかし，

チプトがダウエス・デッケル (DouwesDekker)の

説得によって東インド党 (IndischePartij)に参加

し，東インド党機関誌『エクスプレス』 (DeEx-

1)I•es) の編集長としてバンドゥンに移ったため，

編集長にはチョクロアミノトが就任した。 『ウト

ゥサン・ヒンディア』紙は1912年12月に創刊され

編集補佐には，民衆啓蒙委員会 (Commissievoor 

Volkslectuur,のちのバライ・プスタカ [BalaiPoes-

taka])の元職員ラデン・ティルトダヌジョ {Ra<len

Tirtodanoedjo)が就任した。

チョクロアミノトはマディウン理事州 J)出身

で，父はボJロゴ県のウェドノ（群長）であり，ラ

デン・マスの称号の示すとおり上級プリアイの出

身であった。かれはマグランの官吏養成学校

(Osvia)を卒業後，一時期，マディウン理事J+1ンガ

ウィ県のバティの事務官としてパンレ・プロジョ

(pangreh pradja,原住民内務官僚）にはいったが，

1907年には単調な職務と煩瑣なホルマット (hor-
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mat,上級者に対する諄敬と服従と忠誠の念を示すため

に従われるべき詳細をきわめて規定された礼像作法）を

嫌って退職した。チョクロアミノトはその後，ス

ラバヤの職業訓練コースで機械工としての訓練を

受けたあと 1911年から1912年までスラバヤ近郊の

ロゴジャンヒ゜製糖工場に勤務し， S I参加後まも

な<SIの専従活動家となった。かれ以外のスラ

バヤの指導者として，チョクロスダルモはスラバ

ヤの公証人事務所の職員で，各種団体規約の作成

に通じ，チョクロアミノトの友人であった。また

アルディウィナタは， スティア・ウサハにおける

チョクロアミ／卜の代理人 (procureur-generaal)を

務める腹心であった。こうして， スラバヤのSI 

指導部は当初よりチョクロアミ／卜派が優勢であ

ったが，さらに1913年8月には， スラティがステ

ィア・ウサハ取締役から辞任に追いこまれ，かわ

ってチョクロアミ／卜が取締役に就任した。スラ

ティがスティア・ウサハより排除された理由は不

明であるが，チョクロアミ／卜はこれによってス

ラバヤのアラブ・インド人コミュニティの支持を

失いはしなかった。なぜなら，チコクロアミノト

は，取締役就任に必要な500()ギルダーのスティ

ア・ウサハ株取得資金を，アラブ人から調達した

からである直25)。

西ジャワー一西ジャワでは，バタヴィアのラデ

ン・ゲナワンとバンドゥンのラデン・マス・スワ

ルディ・スルヨニングラット (RadenMas Soewanh 

Suer janingrat)が対立した；

バタヴィアでは， 1913年 3月， スフカルタ会議

開催に先立って支部結成集会が開催され，会員数

はまもなく 1万2000人に達した。支部結成集会に

は中央委員会委員ラデン・ハジ・ディポマルト J

(Raden I farlji DipamartanA)がスラカルタより代表

として出席し，グナワンが支部委員会議長に選出
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された。グナワンは1880年，マディウン理事）+I/

ガウィ県にアシステン・ウェド/(assistent wedana, 

副郡長）を父として生まれた。 かれはフ゜ロボリン

ゴの原住民官吏養成学校を卒業後，パンレ・プロ

ジョにはいり，その後『メダン・プリアイ』紙に

おいてティルトアディスルヨの編集補佐としてジ

ャーナリズムの世界にあったば26)。グナワンがい

つごろ， SIに参加したのかは明らかでない。し

かし，注目すべきことは，チョクロアミノトと同

咲グナワンも，当初より専従活動家として SIの

宜伝活動を行ない，西ジャワにおける事実上の

S I機関誌『パンチャラン・ワルタ』 (Pantjaran

Warta)を編集発行するとともに， 1913年 3月

中旬以降 7';レワカルタ支部，タンゲラン支料I¥,

バイテンゾルフ支部とバタヴィア地域で支部を

相ついで設立していったことである。特に， 1913

年4月6日，その指導下に設立されたバイテン

ゾルフ支部では，支部委員会のアラブ人顧問に

この地のアラブ人（正確にはトルコ系）名望家出身

のサイド・バジュネット・エフェンディ (SaidBa-

djenet Effendi)が就任した国27八 このことは，か

つて1909年にティルトアディスルヨがこの地に設

立したイスラム商業同盟の議長がやはりバジュネ

ット一族のシェフ・アフマッド・ビン・アブドゥ

]レラフマン・パジュネット (SjechAchmad bin J¥b-

doelrachman Badjenet)であったことを想起させる

ぼ 28)。すなわち，グナワンは，かつてティルトア

ディスル」がイスラム商喉同盟の設立にあた，て

獲得したこ U)地のアラブ・インド人コミ---'-しーテ

ィ，サントリ商人の支持を， SI支部の設立にお

いて再び獲得したのである。バタヴィア理事官の

報告によればグナワンはSIの宜伝においても

っぱら「イスラムの促進」 (memadjukanIslam)を

訴え，敬虔なイスラム教徒の支持獲得を試みたと
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し‘う（釦29)

゜
これに対し，バンドゥン支部では，指導部は当

初より東インド党の影響下にあり，サントリ商人

の支持獲得には失敗した。これは，第 1に，同地

では，支部結成に先立って， 「イスラムの促進」

を目的とするダルモ・ルマクソが設立されたこと，

第2に同地が東インド党の拠点であったことに

よる。すなわち，バンドゥンでは， 1912年10月頃

ハジ・サマンウディの弟でバンドゥンに居住する

バティック商人ハジ・アミル (HadjiAmir)がグル

モ・ルマクソを設立した。これに対しSI支部は

1912年12月25日，ダルモ・ルマクソとは無関係に

おりから東インド党結成集会出席のためバンドゥ

ンを訪れたチョクロアミ J卜とハジ・ハサン・ア

リ・スラティの指導下に結成された。チョクロア

ミノトとスラティは，支部結成集会開催に先立ち

ハジ・アミルと会談し，ダルモ・ルマクソのSI 

への合流を説得した。しかし，ダルモ・ルマクソ

役員会議は，ダルモ・ルマクソのSIへの合流，

ダルモ・ルマクソ資金3分の 1のSIへの議渡，

S I代表者のダルモ・ルマクソ役員会への参加を

討議ののち否決し，参加を見合わせた。 SI中央

委員会代表は1913年3月下旬にもダルモ・ルマク

ソとバンドゥン支部との統一を試みた。しかし，

この時にも，ダルモ・ルマクソはSI支部が教育

と経済的向上のみを重視し， 「イスラムの促進」

を軽視していること，そしてSI規約が未承認で

あることを理由にSIへの合流を拒否した(i130)，

こうしてバンドゥン支部は，サントリ商人0)支

持を欠いたまま，議長スワルディ， 薯記ウィクニニ

ャディサストロ (A.Wignjadisatra)，副議長アブド

ゥル・ムイス (AbdoelMoeis)の指導下におかれ

た。スワルディは，かれ自身の回想によれば，チ

ョクロアミノトの説得によって，ブディ・ウトモ

切期イスラム同開

(Boedi Oetomo)を脱退して SIに参加した国31)。

かれはジョクジャカルタのバク・アラム王家の出

身で，この当時は東インド党機関誌『エクスプレ

ス』の編集補佐，校正担当係であり，この頃バン

ドゥンにあって同誌を主宰し，東インド党を指消

したダウエス・デッケル，チプト・マングンクス

モと並んで東インド党の指導者としても頭角を

表わしつつあった。また，ウィグニャディサスト

口はバンテンの出身で当時25歳，かつて『メダン・

プリアイ』紙の編集補佐としてジャーナリズムの

世界にはじり，ティルトアディス］レヨと訣別のの

ち， 1912年初めにバンドゥンで『カウム・ムダ』

(Kaoem Moeda)紙を創刊していた。さらにアブド

ウル・ムイスは西スマトラ出身で支部設立時には

『プレアンゲ］レ・ホーデ』 (Preanger B叫e)紙の

校正担当係であったが，まもなく『カウム・ムダ』

紙の編集長に転じた直32)。

このようにバンドゥン支部はジャーナリストの

指導下におかれ， しかもバンドゥンが東インド党

の本拠地であったために，東インド党とりわけチ

プト・マングンクスモとスワルディの影響下にお

かれた。しかし，東インド党ぱ，1913年3月1(）H,

すなわち SIスラカルタ会議の直前にその規約承

認申諮を東インド政庁によって却下された(f133)。

この当時， SI中枢にとっては規約承認問題が最

大の懸案事項であったから，東インド党の影響下

にあるバンドゥン支部の西ジャワにおける指導性

を公誌することはできなかった。スラカルタ会議；

で， ゲナワンが西ジャワ本部議長に任命され，一

）j, バントウン支部指導者か西ジャワ本部から完

全に排除されたのはこのためであった。

この結果，西ジャワでは， 1913年8月にダウエ

ス・デッケル，チプト，スワルディの 3人の東イ

ンド党指導者がオランダに追放され，同党指導部

31 
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およびその影響下におかれたSIバンドゥン支部

が解体するまでの間，スワルディ指導下のバンド

ウン支部委員会は，西ジャワにおける SIの指蒋

性をめぐってグナワンを議長とする西ジャワ本部

と対立し，独自の宜伝活動を展開した（注34)。たと

えばバイテンゾルフでは， 1913年4月6H，グナ

ワンの指導下にSI支部が設立された。すると，

その翌日には， 『メダン・プリアイ』紙の元編集

補佐ラデン・ンガベヒ・チトロアディウィノト(R.

Ng. Tjitroadiwinoto)が集会を開催してSIバイテ

ンゾJレフ支部に対抗して原住民同盟(SarekatB⑱ 

mipoetra)を設立したが，これはチプト，スワルデ

ィらがバンドゥンに設立した原住民委員会(Comik

Boemipoetra)の支部であった（注35)。また5月5H 

に結成されたメーステル・コルネリス支部では，

冴初，東インド党員ラデン・ダヌミノヽJレジョ (R.

l lanoemihar<ljo)が指導性を掌握し，西ジャワ本部

の指導性を承認せず，会費収入の3(）％上納を拒否

したGl.36)。このように，グナワンの西ジャワ本部

の影響力はバタヴィア地域においてすら不確定

で，この状況は1913年8月以降にも続くことにな

った。

以上見たように， SI運動の指導性は，スラカ

ルタにおいてこそサントリ商人と上級フ゜リアイが

掌握したものの，スラバヤ，パタヴィア，バンド

ウンでは，知識人とくにジャーナリストが掌握し

た。これはすでにスラカルタ指導部におけるティ

ルトアディスルヨとマルトダルソノの役割につい

て論じたように，知識人だけが， SIの専従活動

家としてその宜伝指導に専念しえたからであり，

また，かれらこそがオランダ人，ジャワ人内務官

僚，新フ゜リアイ（教師，医師，現業部門の政庁官吏），

サントリ商人，アラブ・インド人コミュニティ，

32 

農民などさまざまの仕会集団に対し，それぞれに

了解可能なことばでSIの目的を訴えるのに，シ

ンボルの操作者としてもっとも卓越していたから

である。

この意味で，原住民問題顧問官リンケス J)サマ

ンウディ評およびチョクロアミノト評はきわめて

示唆に富む。まずリンケスはサマンウディについ

て次のように評する。すなわち，かれは，イスラ

ム教育，洋式教育いずれも十分な教育を受けてお

らず，そのためみずからの居住するスラカルタ，

ラウェアン地区内の諸閥題についてはともかく，

同地区を越える問題については，広い視野から適

正な判断を下すことはできない。また，かれは演

説のオもなければ洗練された立居振舞いもでき

ず，頑固，偏狭でおよそ指導者たるの資質をまっ

たく持っていないと（注37)。つまり，ハジ・サマン

ウディは，有力なバティック商として，かれの棲

む商人の世界やあるいは商いを通じて交流のある

スラカルタの上級フ゜リアイすなわちスラカルタ王

侯領の官吏に対しては影御力を行使するすべを知

っていた。しかし，その外の世界では，とりわけ

オランダ人内務官僚との交渉をともなう場におい

ては，当初よりスラカルタ王侯領官吏のジョヨマ

ルゴソや上級フ゜リアイのスモアスモロ (Soemaas・

mara)あるしはジャーナリストのマルトダルソノ

らに全面的に依存したのである旧謁）。サマンウデ

ィがジャワ語のみを解し，マレー語，オランダ語

に全く通じていなかったことは， SIの指導者と

して，この底味でまさに決定的な弱｝，lょであった。

これに対しチョクロアミノトは， リンケスによ

れば，マディウン理事州ボノロゴ県の上級プリア

イの出身としてその態度，物腰は洗練されており，

また原住民官吏養成学校を卒業して短期間とはい

え内務官僚として官途に就いたこともあって，ォ
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ランダ語，マレー語に通じ，オランダ人，ジャワ

人内務官僚に対処する法を熟知していた。さらに

祖々父がボノロゴの有名なキアイ（イスラム教師）

であったこともあって，敬虔なイスラム教徒であ

る商人あるいはプサントレン（イスラム塾）を主宰

するキアイとも自由に立ちまじわり，さらにまた

天性の演説家であるとともに卓抜した政治的な勘

をもっていた直39)。つまり，チョクロアミノトは

サマンウディとは対照的に，東インド政庁に対し

ても，あるいは東インド社会の利害を異にするさ

まざまの社会集団に対しても，かれらと巧妙に交

渉しまた魅了する才能をもっていたのである。

もとより，当時の東インドにおいて，チョクロ

アミノトのごときジャーナリストはきわめて新し

い存在であった。なぜなら，ジャーナリストが存

在しうるためには，その編集発行する新聞を購読

しうる社会層の成立が前提となり，そのような社

会層の成立は， 20世紀初頭以来の教育の拡充によ

ってはじめてもたらされたからである。したがっ

て，この当時，東インドにはなおごく少数のジャ

ーナリストしかおらず，その半ばは， 1907年から

1912年にかけて東インド原住民の代表的新聞とみ

なされたティルトアディスルヨ主宰の『メダン・

プリアイ』紙においてジャーナリストとしての訓

練を受けた人々であった。ジャワ各地のSI拠点

において，マルトダルソノ，グナワン，ウイグニ

ャディサストロ，マス・マルコなど『メダン・プ

リアイ』紙出身のジャーナリストがSIの専従活

動家として煎要な役割を果たしたのは決して偶然

ではなかったのである。

2. 「進歩」と「イスラム」 ー運動の意味(I)

S(D)I設立以来， 1913年6月30日のSI規約承

認申請却下の政庁決定までの期間， SI中枢の指

溝者にとって最大の課題は，第1に，政庁より規

初期イスラム同盟

約承認を受けてその存在の合法性を確保すること

であり，第2に， SIに対するできるかぎり広範

な支持を諸社会集団より獲得することであった。

この二つの課題は，しかし，実際には，同盟がじか

なる目的をいかなる手段によって達成しようとす.. 
る団体であるかを，指導者自身がどのようなこと

ばで提示するか，別言すれば，指導者がSIの目

的・手段系列における意味 (instrumentalmeaning) 

をいかに提示するかにまずもってかかっていた。

この当時， SI運動の拡大にともない，周辺部で

は，華僑に対する暴行事件，内務官僚に対する不

敬事件，ラトゥ・アディル（正義の王）到来と理想

の王国実現のうわさの流布など，多くの混乱が生

じていた。 SI指導者は，このような混乱を前に．．． 
して，一方では政庁に対し，これがSIの本来の．． 
目的からの逸脱であることを示すとともに，また

一方では，サントリ商人，アラブ・インド人コミ

ュニティ，下級官吏，教師，医師その他の社会集

団に対し， SIがかれらの利益促進に努力するか

れら自身の団体であることを示さねばならなかっ

た。それでは，イスラム同盟の指導者は，このよ

うな意味付けをいかなることばによって行なった

であろうか。

1912年9月14日SI中央委員会委員チョクロア

ミノトがスラバヤの公証人の助力を得て政庁に対

し承認申請を行なったSI規約においては， SI 

の目的は次のように記されていた。

(1) 原住民の商業精神を振興すること。

(2) みずからの落度によることなく困難に陥っている

会員に対し援助を与えること。

(3) 原住民の精神的発展，物質的利益の促進，原住民

の向上にともに努力すること。

(4) イAラムに対する誹謗中傷に反対し，原住民の宗

教生活をその法と慣習とにしたがって促進するこ

と。

以上の目的を，法の許す範囲内で，かつ公共の秩

3 3 
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序と醇風芙俗に抵触しないかぎりにおいて，

べき手段によって実現をはかる（注40¥o

しかる ロギーのことばと同質であることは明らかであろ

ぅ直41)。イスラム同盟を原住民の「覚醒」 (ont、

このような規約において提示されたSIの目的

には二つの特徴がある。それは第 1に， 目的を表

現することばが基本的にオランダの倫理主義イデ

オロギーのことばと等質であること， そして第 2

に， そのことばがきわめて多義的に解釈されうる

ことである。 この二つの特徴は， それぞれ，

規約の承認を政庁より獲得するという課題と，

きるかぎり広範な社会集団から支持を獲得すると

いう課題とに対応している。

まず第 1の特徴から検討しよう。 2(）世紀初頭以

来のオランダの植民地政策（倫理政策）はイデオロ

ギー的には西欧の光が東インドの原住民社会の暗

闇を照らすという比喩に見事に示されるように，

白人の責務論に立脚していた。すなわち，先進ヨ

ーロッパと後進アジアという構図の中で，

ダの東インド統治の任務は，

て，

S 1 

で

オラン

オランダが東インド

の原住民を指導・育成して進歩への途を歩ませる

ことにあると意味付けられたのである。 したがっ

そのような倫理主義イデオロギーを構成する

中心的シンボルは，「進歩」 (voortuitgang),「向」：］

(ophefling),「発展］ （ontwikkeling)であり，また「幅

祉の増進/(hevordering van wclvaart)であった。

「独立J(onafhankelijkheid)ということばは倫理主

義イデオロギーの語盤にありえず，

上」のあとにくるものだった。

かりに「自治」

(zelfbestuur)が語られることがあったにしてもそ

れはあくまで「進歩」の途に沿った「発展」，「向

イスラム同盟規約

に提示されたH的を表現することは，

の振興」 (bcvonleringvan handelgeest), 

直業精神

「物展紐J利

益の促進」 (bevorderingvan de materiele belangen), 

「精神的発展J(de geestelijke ontwikkeling). 「向

上」 (opheffing)などがこのような倫理主義イデオ

34 

waking)、「時代精神」 (tijdgeest)の現われ，

ンド総督イーデンブルフ (Idenburg)以下の倫理主

義者がみなしたのは，

によっていたのである直42)0

もとより規約にも見るとおり，

る目的提示のことばと倫理主義イデオロギーのこ
．．．． 

とばは完全に同質ではない。イスラム同盟という

名称の示すようにそれは「進歩」とともに「イス

ラム」をその中心的シンポルとしていた。

この「イスラム」というシンボルは，「われわれ」

と 「かれら」，「内」と「外」を区別し，

定義する集団表象であり，原住民社会内の利害を

異にするさまざまの社会集団を結びつける「セメ

ント」 (bindmiddel)であった。

ラム」は， ときにバン・イスラミズムヘの瞥戒心

を政庁当局者によびおこすことはあっても，倫理

主義者は概してこれを原住民の西欧的進歩への努

力を阻害する丸雑物とみなしたにすぎなかった

(i L43 } 

したがってsrの目的は倫理主義者から見れば

すこぶる「健全」なものであった。

らに明らかとなる。すなわち，

党の結成を，

このようなことばの等質性

「光の暗闇に対する，

ンダ徴税国家に対する，

（国4)。東インド党においては，

S I規約におけ

したがって，

と東イ

しかし

「内」を

［イス

このことは，

ち l:うど同時期にダウエス・デッケルが東インド

党結成について行なった意味付けと比較すればさ

ダウエス・デッケ

ルは，東インド党の目的を「東インド人のための

東インド」すなわち独立として提示し．東イント・

善の悪に対す-

な文明リ）専制に対十る，植民地納税奴隷のオブ

宜戦布岩」と意味95けた

「光」と「暗閃J

の位懺関係が倫理主義イデオロギーのそれとまさ

に逆転していたのである。
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しかも，東インド党に対する政庁の態度は，

S I指導者に，倫理主義者が原住民の活動として

許容する範囲をも示すことになった。東インド党

は， 1912年12月25日に結成されたあとただちに政

庁に対し規約承認申請を行なったが， 1913年3月

中旬までに二度にわたるその規約承認申請は却下

され， 4月 IHにはついに解党を余像なくされた

(ilA5）。こうして，たとえばチョクロアミノトは，

1913年1JJスラバヤにて開催されたSI総会にお

いて，東インド党と一線を両すべくつぎのように

油説した。

「SIは決して政党でも革命をH的とする党でもあ

1)主せん。われわれはオランダの統治に満足している

のであります。…•喩· S Iは身分・階級によ＇，て会員を

区別することはあり士せん。 18歳以 I'.ーのイスラム教徒

で，その行ないの］じしい者は誰でも SIに参加できる

(/）であり，そしてすべての会員は兄弟であります。

…•"ジャワ人は覚醒しはじめたのであり｀これは他

の民族はいざ知らず，いかなる抑圧によっても決して

とどめることはできないのであり主す」 it146¥

あるいはまた， 1913年3月のスラカルタ会蔽にお

いて， スラバヤのイスラム改革主義者の団体ムフ

トゥル・イフワン (MoeratoclIchwan)議長サイド・

アフマッド・ビン・アリムサワ (SajidAchmad bin 

Alimoe,awah)は，涼説の中で，オランダ女王に対

する忠誠，東インドの福祉の増進，厭住民の進歩，

イスラムの発展を訴えた(iH7)。

オランダに対する忠誠の表明，さらには， i進

歩I,libJL I,「幅祉U)増進」へ（！）このような訴え

かたしかに政庁の規約承認を得るための意識的だ

シンボル挫作であ')たことはし、う主でもな vヽ＇，し

かし，それにしても， i進歩」と Iイスラム」を

中心的シンボルとして構成されたイスラム同盟の

日的が，機関誌によって，あるいはまた集会での

演説によって人々に伝達されたのであり，それに

初期イスラム同盟

よって SIは意味付けられたのである。そしてこ

こで政庁との関係で重要なことは，こうした目的

の提示によって， SI中枢が，運動の周辺部にお

ける混乱を， SIの指導理念からの逸脱として処

理しそれに対する資任を回避しえたことであり，

そしてまた，政庁とくに東インド総督イーデンブ

ルフ以下の倫理主義者の好意的態度を確保しえた

ことである。

このことは東インド政庁内における SI規約承

認をめぐる政策決定過程にはっきりと認められ

る。すなわち，この過程において，政庁内の議論

は，規約の内容にかかわるものではなく， SI指

溝部がかくも巨大な運動をはたして制御する能力

を持っているか否かをめぐるものであった噌48)。

確かに政庁は1913年6月30日の決定によってSI 

規約承認申請を却下した。しかしそれは東インド

全域をその活動範囲とする統一的な SIを承認し

ないということであり，活動の地理的範囲を限定

した、 したがって、会員の制御可能性の高い地方

SI (I ocaal Sarekat Islam)については，規約承認の

用意のあることを明示していたのである（注49)。

つぎに， SIの目的を表現することばの第2の

特徴，その多義性について検討しよう。ここでこ

とばの多義性というのは，規約に掲げられた目的

について，受け手がそれぞれの利害状況に応じて

多義的な解釈ができ，またそのゆえにそのような

目的達成のためにいかなる行動が要請されるかに

っし・てもさまざまの解釈が可能であったというこ

とである。すでに見たように， SI中枢において

そ灼指導性を掌握した (1)はスラカルタをのぞけば

ジャーナリストをはじめとする知識人であった

が，支部レベルの執行部ぱ新フ゜リアイ（すなわち，

ラデン，マスなどの下級プリアイの称号をもつ下級官

吏，医師，敦師）とサントリ商人，キアイ（イスラム
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教師）によって構成された。これらの人々は，中

枢との関係で見るならば，中枢において指導的役

割をはたしたイスラム商人（アラブ・ fンド系商人

とサントリ商人）との人的関係をとおしてSIに参

加した人々か，さもなくば，中枢の指導者の編集

発行する新聞の購読者であった。そこで以下サン

トリ商人と新フ゜リアイとがいかなる利害状況にあ

ったかをまず見て，その上でSIの提示した目的

の多義性がかれらの支持を獲得するうえでどのよ

うに機能したかを検討しよう。

東インドとりわけジャワのサントリ商人および

アラプ・インド系商人にとっては， 19世紀末以来

の東インド社会の構造的変化は華僑との経済的競

合の激化として現われた。華僑コミュ＝ティで

は， 1900年のバタヴィア中華会館の設立以来，中

華会館，中華商会，苔報社などが保皇党，清朝派

遣使節，革命同盟会などの影饗下にあって中国の

政治問題については立場を異にしつつも，華僑の

地位改善については同一歩調をとった。こうして

1904年には通行証制度，居住地制度が廃止され，

華僑は経済活動を行なううえで従来よりもはるか

に大きな行動の自由を確保した。加えて， 19世紀

未以降，それまで華1喬に委ねられていたアヘン請

負，質屋請負などがアヘン専売公社，公営質屋な

どに再編され，これにともなって，従来これらの

請負に投下されていた華価資本が製糖業，バナイ

ック産業，タバコ（クレテック）産業などへと投資

された（注50)。スラカルタにおけるジャロ人バティ

ック業者と華橋の対立は，この意味では，‘り時ジ｀

ャワ各地で繰りひろげられた華僑とアラブ・イン

ド系商人，サントリ商人との経済的競合の-＾例に

すぎなかったのである。あるいはまた， 1912年10

月に，スマランよりも早くクドゥスにスラカルタ

のイスラム（商業）同盟の支部が設立されたのも，
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クドゥスのタバコ（クレテック）製造業をめぐるサ

ントリ商人と華僑の対立を背娯とするものであろ

？ 
> （注51)

゜
しかし，このような経済的対立が，華僑コミュ

ニティとアラブ・インド人コミュニティあるいは

原住民との対立へと変換される契機となったの

は，一方でアラブ・インド人コミュニティおよび

サントリ商人のあいだにおける「イスラム」をソ

ンホルとする集団意識の昂揚であり，また一方で

辛亥革命以降の華僑の中華ナショナリズムの昂揚

であった3 すなわち，ずでに190(）年代半ばの頃よ

り，ジャワの主要都市では，アラブ・インド人コ

ミュニティと中心として， イスラム改革上義の影

瞥下にイスラム教育の近代化を日的として，アル・

ジャミアット・アル・ハイリア(AI-Pjam'ig'atal-

Chairijah,,,:タヴィ，＇）， アル・イルシャード (Al-

lrs則，スラバヤ）などの教育団体が設立されてい

た（注認）。また，ティルトアディスルヨは1909年に

バタヴィア地域のアラブ人コミュニティおよびサ

ントリ商人の支持とえて，イスラム教徒の商業振

興を目的とするイスラム商業同盟をバイテンソ□レ
フに設立し，まもなく資金難から活動停止に陥っ

たもののバタヴィア，ボンドウォソ，スカブミ，

スラバヤにも支部を設立したけ直ニー）j，華僑は，

1911年1(）月，辛亥革命勃発の報に接すると，その

中華ナシコナリズムは著しく昂揚し，ジャワ人に

対し，オランダ人，ジャワ人官僚に対するときと

同様の礼俄作法（ふルマット）を華僑に対してもぷ

すよう要求した（社団）。‘り時の東インド社会におし、

ては，ホルマットリ）体系は柏民地秩序の象徴的N.

現であった口l55）。こうして，ここに，アラブ・イン

ド系商人，サントリ商人と華僑の経済的対立は，

「イスラム」と「中華」の対立として政治化した

のである。
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これに対し，新プリアイの利害状況は，アラブ・

インド人コミュニティ，サントリ商人とは全く異

なっていた。元来ジャワにおいてプリアイとは，

パンレ・プロジョ（内務官僚）に編成されたジャワ

人貴族のことであった。しかし， 19世紀後半以降，

教育がしだいに拡充され，また東インド国家の活

動領域が拡大するなかで，原住民医師 (doktor

djawa, Tmlische artヽ），教師 (mantriguru)，アヘン専

売公社，公営質屋など政庁現業部門の職員が増加

していった。そしてかれらは，出身の9、かんにか

かわらずフ゜リアイの身分とされた。たとえば教師

は，師範学校卒業後ただちにプリアイ身分とな

り，内務官僚におけるマントリ (mantri)に相渭ナ

る地位を与えられるとともに，アシステン・ウェ

ドJ（副郡長）と同水準の給与を得た。また医師は

原住民医師蓑成学校 (STOVIA)卒業後ただちにフ゜

リアイ身分に属するとともに，ウェド l（郡長）と

同水準の給与を与えられた。しかし、これらの新

プリアイは，教育水準，給り・の面では内務官僚と

同等ではあっても，なお社会的出自によってそ0)

地位の大きく規定されるペンレ・デロジョの身分

秩序の中では，ブパティ（県長），ウェドノなど 0)

上級官僚からは劣者とみなされ， 日．級者に対しし

かるべき礼儀作法を示すよう要求されたのであ

る僅56)。こうして，新プリアイのあいだでは，植

民池社会における身分と地位の上下を象徴的に表

示するホルマットの規定に大きな不満があり，か

れらはホルマットの体系の中でその身分と地位に

ふさわしい位府を仔えられるこどを要求してい

た。

S Iが「イスラム」と「進歩」に訴えて動員し

たのは，このような利害状況にあったアラブ・イ

ンド系商入，サントリ商人であり新フり）アイであ

った。そして，かれらからの支持獲得において，

初期イスラム同盟

S Iの目的がきわめて多義的に解釈しうるという

ことは決定的に重要であった。 「原住民の精神的

発展」 「イスラムの促進」とは，イスラム教育の

掠充，近代化からメッカ巡礼にまつわる手続きの

商素化｀さらには異教徒に対する聖戦までさまざ

まの意味をもちえた。そして実際，この時期， S 

I運動の拡大にともなって金曜日のモスクでの礼

拝者が激増したことなど，たしかに「イスラム」

というシンボルの多義性によって誘発された行動

であった。同様に， 「進歩」も多義的に解釈され

た。すなわち，それは，サントリ商人にとっては

協同組合の設立による革僑への対抗を，新プリア

イには教育の拡充，ホルマット規定の簡素化など

を意味したのである。

こうして支部のレベルでは，サントリ商人とキ

アイによって執行部が構成され「イスラムの促進」

のみを訴えた支部もあれば，下級官吏，教師など

の新プリアイが執行部を掌握し， 「イスラムの促

進」という目的を等閑視して， もっばら教育の拡

充と商業の振興を訴えた支部も存在した。あるい

はまた，原住民問題顧問官リンケスの報告：こ見る

ように， 「イスラム」の名の下に，ジャワ神秘主

義者も正統派イスラムの教徒もイスラム改革主義

者もすべて SIに参加した（注57)。つまり，支部の

指辞者は，自らの利害状況に応じてきわめて自由

にSIの目的を解釈し，かつこれを支部の会員に

伝達したのである。

3. サトリオー一運動の意味(2)

S Iの目的・手段系列における意味が「進歩」

と「イスラム」として提示されたとすれば，その

表出的意味(expressivemeaning)はサトリオ (satria,

志士）として指導者によって人格化され，かつ演

じられた。ここでサトリオとは，本来，ジャワの

伝統的な影絵芝居ワヤン (wayang)に登場する神々
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の意志を実現すべく大義に生きる武人たちのこと

であり，それは，民がその時間と空間を農民，商

人などの生活者として生きるのに対し，それをあ

げて大義の実現に献げることのできる自由な人々

のことであった。すでに見たように，東インドに

おいては，イスラム同盟の成立によってはじめ

て，ジャーナリストを中心として民族運動の世界

こそがその生活の場である専従活動家の一群が誕

生した（注58)。かれらの生活は，機関誌を編集発行

し，集会で演説し，支部の相談に応じ，政庁ある

いはオランダ人，ジャワ人内務官僚と交渉する，

そのような活動からなっていた。こうしてこの専

従活動家のあいだでは，プリアイの世界とも商人

の世界とも異なる独自の人間関係と行動の原理が

生まれ，これをかれらはワヤンの世界に棲むサト

リオを比喩として提示したのである。

このような自己規定・行動の原理としてのサト

リオの意味をもっとも見事に示すもり）として，か

つてSIバンドゥン支部議長で，これを記した時

にはすでに追放の身としてオランダにあったスワ

ルディ・スルヨニンゲラットがスラカルタのSI 

機関誌『サロトモ』によせた公開書簡がある。こ

こにおいてスワルディは，スラカルタ SI委員マ

ス・マルコがその主宰する『ドゥニア・ブルグラ

ック』 (DoeniaBergerak)紙に掲載した記事のゆえ

に懲役2年を求刑されたと知って，次のように寓

いている。

「思うに民族を守るということは容易でもなければ

楽しいことでもありません。しかしわれわれにとって

そうしたことは義務なのであります。われわれは決し

てわれわれの希望を拾ててはなりません。いかに犠牲

が大きくとも，必要とあらばみずからを犠牲にすると

いうことはわれわれすべてにとって義務なのでありま

す。決して絶望してはなりません。羅刹と戦う勇気を

持ったサトリオの候補者はなお数十人とおります。ゎ
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れわれが銘記すべきことは，幸せとは称号や位階を保

持することではないということです。私にとってもっ

とも幸いなことは，心の幸せであります。筆禍事件に

よって貴兄はみずからを犠牲となしたのであり，すべ

ての刑は貴兄にとっては栄誉のしるし，幸せのしるし

なのであります」。 (il•59)

あるいはまた，チョクロアミノトは，その編集

発行する『ウトウサン・ヒンディア』紙に次のよ

うな一節の記事を掲載した。

「今Hは人民運動の時代である。われわれは外国人

の手中におちたわれわれの権利を取り戻す。 『頁実故

に勇ましく』．そして神の御意志のままに，われわれ

は決して草のごとく跨みつけられたままではいない1

（注601。

ここで「真実故に勇ましく」 (beranikarena benar) 

ば初期SIのみならず，前期民族運動の時期を

通じてそのスローガンとなったことばであり，そ

の意味は，字義通りには，勇気，勇敢さというサ

トリオの本性は神の意志を実践するがゆえに生ま

れてくるとし、うことであった。しかし，実際には

そのような神の意志を解きあかす統一的な教義体

系；ま初期SIには存在しなかった。逆に，サトリ

オとしての犠牲を厭わぬ勇敢な行動こそがかれの

実現しようとする神の意志の真理性を保証してい

た。すなわち，内容が形式を規定したのではなく

形式が内容を保証したのである。

加えて，専従活動家の活動は，機関誌の編集発

行にせよ，集会での演説にせよ，すべてそれなり

の特殊な技能を必要とした。こうして，ジャワ各

地のSIの拠点で［ま，指導者を中心としてサトリ

オ養成塾ともいうべきものが成立し，ここでやが

て人民運動の指導者となるべきサトリオが培養さ

れていった。そのような養成熱の萌芽的形態はす

でにティルトアディスルヨの主宰した『メダン・

プリアイ』紙から多くのSI指導者が出たことに
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認められるし，またバンドゥンでは， 1913年前半

に東インド党の指導者ダウエス・デッケル，チプ

ト・マングンクスモ， S Iバンドゥン支部議長ス

ワルディらを中心としてそのような養成塾が形成

されていたn しかし、初期SIの時期を通じそう

したサトリオ養成熱としてもっとも重要なもの

は， スラバヤのチョク t1アミノトを中心とするも

のであった。 1~12年10月の S Iスラバヤ支部設立

後まもなく SIに参加し，のちチョクロアミ Jト

の腹心としてCS I書記をつとめることになった

ラデン・バンジ・ソスロカルドノ (RadenPandji 

Sosro'.:anlono)は，のちに東インド総腎宛の上申書

において，かれとチョクロアミ J卜の関係を思い

起こしてこう述べている。

「チョクロアミノトは私にとって政治における師で

ありました。政党の党員としてもっとも凧要なことは

なにか，なにが義務であるかについて，私は千ョクロ

アミ／卜より教えられ，かれのi)Il導を受けたのであり

主す6 つ主 i)，部下は指導者のいかなる命令をも実行

しなければならないこと，指導者がなにを唱んでいる

かをたとえはっきりと指示されなくとも正しく理解

し，またかれを助けなければならないこと，そしてと

くに部下は，義務の遂行にあたっては指導者が危険な

立場に立たされることの決してないよう，できるだけ

努力するごと，それとてごろか必要とあらば指導者にか

わってみずからを犠牲にしても指導者を危険にさらし

てはならないということを，であります」（注61)。

ゾスロカルドノはSI参加以来，かれの弟子と

してスラバヤのチョクロアミノト宅に同居し，か

れの指示にしたがってこの時期，プカロ，、ガン，

トゥバン，スカラジャなどにおいてSI支部の指

導にあたった（注62)。同様に1913年後半にSI運動

に身を投じ， 1914年4月以降，中央委員会書記・

会計に就任したラデン・アフマッドは，マグラン

の官吏養成学校時代以来チョクロアミノトの同級

生で，この頃からやはりチョクロアミノト宅に寄

初期イスラム同盟

宿していた（注63)。またのちには，このチョクロア

ミJ卜の養成塾からは，アビクスノ・チョクロス

ヨソ (R.M. Abikoesoeno T;okrosoe;oso,チョクロア

ミ／卜の弟でのちスラバヤSI議長）， ブロトスハル

ジョ (Brotosoehardjo, 別名ディルジョスサストロ Dir•

d josoesastro,『ウトゥサン・ヒンディア』紙編集委員で

のち CSI書記代理），ムソ (Musso,のちインドネシア

共産党指導者），スカルノらが出ることになる（注64)。

こうして， SIの成立にともなってジャワの

諸都市に現われた指導者たちは，植民地秩序の

内部にありながら，大義の実現のためには自己

犠牲をも厭わぬサトリオの自己増殖的な秩序空

間を形成した。この秩序空間は，それが既成の権

力秩序に拮抗しこれを対象化する共同体秩序を体

現する点で，ジャワにおける伝統的なフ゜サントレ

ン(pesantren,イスラム塾）の秩序空間と比べること

ができるであろう。プサントレンにおいては，そ

の主宰者キアイ (kijai,イスラム教師）とサントリ

(santri,塾生）は，世俗を離れた土地にともに起居

し，イスラム法に規定された戒律にしたがって生

活を構造化し，かくて世俗の秩序と隔絶しそれを

対象化する独自の秩序空間を創出し維持した。も

とよりこのデ・サントレンの空間に永住する者はキ

アイとキアイを志す少数のサントリのみで，多く

のサントリはやがては再びフ゜リアイとして，商人

として，あるいは農民として，世俗の世界にもど

＇，ていった，しかし，それにもかかわらず，ブサ

ントレンは，人々が身分，地位，役割の構造から

切断されてすべてが等しくイスラム教徒として生

活する場である。そして，そのような経験を人々

に与えうるがゆえに，プサントレンは，世俗の自

然化を妨げその状況化を促す文化的装置として機

能したほ65)。

SIの成立とともに誕生した「人民運動の世界」
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(dunia pergerakan)はこのようなプサントレンの民

族主義の時代における再生と言いうる。プサント

レンを貫いた秩序の原理はイラスム共同体(ummat

Islam)であった。 「人民運動の世界」の原理は，

これに対し，サトリオの共同体であった。

（注 1) Adviseur voor Inlandsche Zaken（以下

Adv.と略する）， aanGouverneur Generaal（以下G.

G.と略する）， 23Mei 1913, Vb. 9-8-13-Bり また

Resident van（以下Rs.と略す） Rembangaan G.G., 

18 April 1913, Vb. 9--8-13-B庄 Vander Wal, S. 

L., De Opkomst van de Nationalistische Beweging 
in Nederlands-Indiど， Groningen,J. B. Wolters, 
1967. pp. 170ー171参照。

（注2) Adv. aan G. G., 23 Mei 1913, Vb. 9--8-
1記B13.

（注3) Van der Wal, op. cit., pp. 95, 172-173; 

Proces Verbaal Tjokroaminoto（以下 P.V. Tjokro 

と略す） Mr.184 x/21. 

（注4) Van der Wal, op. cit., p. 216. 

（注5) これについては，深見純生「いわゆるイス

ラム商業同盟について」を見よ。

（注 6) Ass. Rs. aan Rs. Soerabaya, 21 Feb. 

1913, Mr. 490/13; Rs. Soerakarta aan G. G,, 26 Maart 

1913, Vb. 9ふ 1ふB庄 マディウソ県フ',、ティの理4i

官宛報告によれば，スラカルタ会議に代表を派遣した

支部は48支部であったという。 SarekatIslam Local, 

pp. 304-307; Rs. Madioen aan G. G., 29 Maart 

1913, Mr. 1096/13. 

（注7) このうち， ラデン (Raden)，マス (Mas)は

下級プリアイの， ラデン・マス (RadenMas)，ヲデン・

ソガベヒ (RadenNgabehi)， ラデン・パンジ (Raden

Pandji)などは上級プリアイの称号である。 なお，杓

号については， Sutherland, H., "Pangreh Pradja," 

Ph. D. dissertation, Yale University, 1973, pp. 538-

541参照。

（注 8) Noer, op. cit., pp. 106-107.リンケスによ

れば，サマンウディは，バティック業のはかに高利代

しとしてスラカルタのプリアイに多額の命をttLてい
たという。 Vander Wal, op. cit., p. 190. 

（注 9) Van der Wal, op. cit,, p. 88; Adv. aan 

G. G., 23 Mei 1913, Vb. 9---8-13-B丸

（注10) やがて1913年暮以降，地方SIの設立が開
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始されたとぎ，チョクロアミノトが，地方SI規約承

認申請のため，規約と規約承認申請國類ー式を地方S

1執行部に送付したのみならず，書式をも指導したの
はこのためである。 P.V. Tjokro, Mr. 184X/21参照。

プディ・ウトモ結成時におけろこれによく似たエピソ

ードが，永積昭『インドネシア民族意識の形成』東京

大学出版会 1980年 128ページに紹介されている。

（注11) Van der Wal, op. cit., pp. 88, 177. ムハ

マディアは，正式には， 1912年11月18日にジョクジャ

カルクのカウマン地区に設立され， 12月20日，議長キ

アイ・ハジ・グフランと書記ハジ・アプドゥルラ・シ

ラy 卜(HadjiAbdoellah Sirat)を代表人として，政庁

に対し規約承品の中諸を行なった。規約に掲げられた

ムハマディアの H的は，ジョクジャカルク住民のあい

だにおけるイスラム教の促進と会員の宗教生活の促進

てあった。 Alfian,"Islamic Modernism in Indonesian 

Politics: The Muhammadijah Movement during the 

Dutch Colonial Period (1912-1942)," Ph. D. disser-

tation, the University of Wi如 onsin,1969, pp. 24:｝→ 

245.実際には， しかし，のちにムハマディアの中心的

活動となる教育活動はすでに1912年8月には開始され

てしヽ た。 Vander ¥Val, op. cit., p. 89. なお， キア

イ・ハジ・ダフランについては， Alfian,op. cit., pp. 

228-24()を参照。

（注12) Rs. Soerakarta aan Direkteur van 

Justitie, 5 Dec. 1912, Mr. 1096/13; Van der Wal, 

op. cit., p. 195. 

（注13) Ibid. 

（注14) P. V. Tjokro, Mr. 184X/21; Van der 

¥Val, oj,. cit., p. 96. 

（注15) Adv. aan G. G., 23 Mei 1913, Vb. 9--8-

13-B13; Rs. Soerakarta aan G. G., Mr. 2301/12; 

Van der ¥Val, of,. cit., p. 85--87; Rs. Soerakarta 

aan G. G., 21 April 1918, Mr. 142 x/18. 

（注16) Van der Wal, op. cit., pp. 88-92, 96→97, 

379380．なお， マ；レコにつし，ては． Ibid., pp. 374-

375およびSarotomo,pp. 1-4, 280--283, 294参照。

（注17) Res. Soerakarta aan G. G., 26 maart 

1913, Vb. 9--8-13→訊

（注18) Van der Wal, op. cit., p. 176; Missive 

van Adv.,30 Nov.1915, Mr.1263/16; Sarekat Islam 

Lokal, pp. 136---138. 

（注19) Van <ler Wal, op. cit., pp. 88--89. 
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（注20) Rs. Jogjakarta aan G. G., 26 April 

1913, Vb. 9-8-1炉B18.

（注21) Uittreksel behoort bij brief van het De-

partement van Oorlog, 11 Felヽ． 1914,Mr. 366/14; 

Voorloopige opmerkingen over de Sarekat Islam 

beweging, door A. J. N. Engelenherg, 6.Tuni 191:1, 

VIl. 98-］3←即．なわ］912年11月18i Iジョクジャカ）し

クに設立された」、ハマディア¢）中央笈員会刀構成に乙

しヽ ては， Alfian, op. cit., p. 241参見

（注22) Rs. Jogjakarta aan G. (;., 26 April 

1913, Vb. 9-8ー13-B屯

（注23) P. V. Tjokro, Mr. 184X/21. 

(11:24) Sarekat Islam Lokal, pp. :,35--337. 

(11:25) Van cler Wal, oj,. cit., pp. 17:l←175, 1虹

192, 195--196, 198ー199;P. V. Tjokro, Mr. 184X/21. 

(/J,26) Van cler Wal, of>. cit., pp. 192, 194ー195,

Noer, op. cit., p. 107; Aan de A,h・. toegevoeg心

ambtenaar aan G. G., 21 Feh. 1916, ¥'h. 1--9-17況32.

(ll:27) Sarekat Islam Lolwl, pp. 7-10. 

(/.l28) Sutherland, of>. cit., pp. 207→222. 

（江29) Rs. Batavia aan G. G., 10.¥:lei 1913, 

Vb. 9ふ 13-B"• ま f_: Sarekat Islam I.{｝如/,pp. 13-

15参照。

（注30) Van der Wal, of,. cit., pp. 177ー178.

(lt:n) Dewantara, K. II., "Djiwa Nasional jang 

herdasarkan Islam," in H. 0. S. Tjokroaminoto, 

l-Iiduj> dan Perdjuangan, ed. l¥melz, Djakarta, 

Bulan Bintang, 1952, p. 31. 

(11:32) Van cler Wal, op. cit., pp. 1虹 198.アフ

ドゥル・ムイスの経脱につし、てli, Noer, ()/>．（it., 

pp. 108--109.参照。

（江33) 東イソド党につし、ては， Van der Veur, 

"Introduction to a Socio-Political Study of the 

Eurasians of Indonesia," Ph. D. dissertation, Cor-

nell University, 1955, pp. 1:17-176.ぢよび Vander 

Wal, op. cit., pp. 101--129.参照n

((lc34) ダウェス・デッケ）l, チブト・マンクンク

スモ，スワルディ・スルヨニングラット(!)オランダ泊

放については， 1占．性健治「『原住民委員会』 をめぐる

語問題ー一支配と抵抗の代式に関油して」（『東内アシ

ア研究』 Vol.15, No. 2, 1977打9月） l:ll~I52ベ

ジ参照。

(/l::15) Sarekat Islam I、okal,pp. 7-10. 
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（注36) Ibid., pp. 15-18. 

偉 37) Missive van Adv., 30 Nov. 1915, Mr. 

1263/16. 

(ii 38) Van der Wal, op, cit., pp, 190, 199; 

Ibid. 

(/1::19) Missive van Adv. 30 Nov, 1915, Mr, 

12fi3/16,まt:Amelz, op. cit., pp. 48, 65--66を見よ。

またチ，クロアミノトの沿説がどれはどに聴衆を魅丁

したかの例としては， Vander ¥Val, op. cit., pp. 

492-496参照。

(i「40) Van der Wal, op. cit., p. 161. 

(；1 41） このことは， 「問し、の形式」が同じである

どし、 '-i こともてきる。 S·K ・ランガー箸~，矢野萬用

ばか，訳『／ンホルの何学』岩波苫店 1978年参照。

(I1 42) たとえば，つき．＇）一節を見よ。 「イスラム

同盟ば，私1)見るところ，原住民(})'粒醒というへぎも

/)1) 現 1＇）訊てあります。…，••このこと白体にはなにも

寮ずることはありません。それどころか，それは，ゎ

れいjl]）統治 vり沼ましい成果なのてあります。そして

ぞれは，屯欧の指導を求めているのてあります。イス

ラム同盟はこのような蹂醒の最初の現われではありま

亡いしかし，それは，その急速な拡大と，原住民が

そjLを熟狂的に迎えてしヽるとしヽうことから， これまで

よりも注 1iすべぎ現象なげ）てあります」 G.G. (Iden-

burg) aan minister van Kolonieen (De Waal 

Malefijt) 2 juli 1913, Van der Wal, of>, cit., pp. 

287-288. 

（汀43) Ibid., pp. 201-203参照。

（汁,44) Van der Veur, op. cit., p. 163. 

（注45) Ibid., pp. 169ー172.

(il:46) Ass. Rs. voor Politie aan Rs. Soerabaja, 

21 Feb. 1913, Mr. 490/13、

(tl:47) Rs. Soerakarta aan G. G., 26 Maart 

1913, Vb. 9ふ 13-B13. サイド・アフマッド・ピン・

アリムサワとムラトゥル・イフワンにつし＼て1t, Van 

der Wal, op. cit., p, 199参照。

信 48) 規約承認問題の決定過程については，

Rutgers, Frederik Lodewijk, ldenburg en de Sarekat 

Islam in 19l3, Amsterdam, 1939.および Vander 

Wal, op. cit., pp. 241-304参照。

Ul49) Van <ler Wal, oj,. cit., pp. 277-280, 

(il:5()） 白伍隆「ジャワの革僑運動： 1900~1918年

「複合社仝」り形成(ll,(2)」（『東南アジア，廂史

4I 
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と文化』 No.2 1972年 35~74ペーシ， No.3 1973 

年 28~58ページ）。および TheSiauw Giap, "Group 

Conflict in a Plural Society", Revue du Sud-est 

Asiatique, pp. 197-217参照。

(it51) Van der Wal, of,. cit., pp. 93--95; Sarekat 

Islam Lokal, pp. I:ll→132. クドゥス 0)クレテノク（ク

，、コ）荊党に、＇）し、ては， Castles,Lance, Religi‘'”・

I'olitirs, (Ul{I I,；rmmmic加 havim・ in,J,心 a:The 

Kudus C:iJ,;arette lnd11st1y, New Ila切 n, Yale 

University, 1972参照。

（注52) Noer, op. cit., pp. 56-69. 

（注53) Sutherland, op. cit., pp. 207←222. 

(il:54) Van der Wal, of>. cit., pp. 88--89, 97. 

(il:55) ホルマットに’＇し、て| t , Sutherland,(1p. 

l'it., pp. 141-156参見

（汀5fi) Savitri Prastiti Scherer, "Harmony and 

Dissonance: Early Nationalist Thought in Java," 

M.A. Th心 is,Cornell University, 1975, pp. 22-45 

参照。

01:57) Van der Wal, op. cit., pp. 89-90. 

(rl:58) アメルツの表現を借りれば，指尊者It, ｝、

民迎動の場から「食お、1か」を得たのて戌ろ。 “Lapangan
itulah yang mendjadi'makanannja'、ehari-hari,"
Amelz, of>. cit., p. fi(i_ 

(11:59) "Surat Terhoeka: Soewardi ~oerjanin• 

grat kepada Marco, Den Haag, B Aug. 1915," 

Sarotmno, pp. 125 -126. 同様にチフ i ：この時期，

SI汽金使企イ期間題に関沌して， ク、，1,} ンを「偽サ

トリオ」 (ksatriamating)と批判した。 Sarotomo,p. 

24fi.前闊人民運動にわける「サトリオ」と「バンディ

ト」の，意味については，白石隆「人I'-'.キ乳をめぐって

ーチブト・マングンクスモ vs.スクットモ・スリヨ

ク人モ」（『東南アジア研究』 Vol.17, No. 4 1980年

3月） 741~755ページ参照。さらに， 「サトリオ」の

iサftとともにク「獄の意味もまた逆転した。すなわち，

ワヤンのjll:界に棲むサトリオが「霊力」をり：中し神の

啓示を得るぺく人里離れた山奥で瞑想と苫打の時を過

ごしたごとく，牢獄は，人民運動の世界に抜むサト 1)

オにとり，瞑想(samadi)と祭欲(tapa)の湯となったの

である。

(lt:60) Voorloopige opmerkingen over de Sare-

kat Islam bewegingdoor Engelenberg, 6 juni 1913, 

Vb. 9ふ 13→B13.
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（注61) Sosrokardono aan G. G., Weltevreden, 

18 Nov. 1920, Mr. 1353X/20. 

（注62) Ibid. 

（注63) P. V. Tjokroaminoto, Mr. 184 x/21. 

(rl:64) チ，クロアミノト¢)養成塾の雰囲気に/,；、

ては， シンディ・アダムス著，黒田朴海訳『スカルノ

［l伝』角111,"lt店 1971年 53~58ページ（ただし，チ

マクロアミノトかジョクロ、神竹学が接神学と誤訳さ

ilてし、る）参陪。また師としてカチョクロア;/ I、1こ

ついてIt,Hamka, "H. 0. S. Tjokroaminoto mem• 

bukakan mataku", in Amelz, op. cit., pp 34-49を見よ。

（注65) プサントレンにつし てヽは， Steenbrink, K. 

A., Pesantren, 1Wadrasah, Sekolah: Recente Ont-

wikkeling in Indonesisch Islamonderricht, KRIPS 

REPRO MEPPEL, 1974, pp. lふ20およびAnderson,

Benedict R. O'G., Ja11a in a Time of恥 olution1 

Occupation and Resistance, 1944-1946, Ithaca ancl 

London,(.・ornell University Presヽ， pp.1-15.参照。

（東点大学教養学部助教授）
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